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Rを可換環とし， R の素イディアル P で， Pによる Rの高環がネータ一環になるものの全体をF(R)
とする。今， x を F(R) の空でない部分集合で， x の要素に含まれる F(R) の要素はすべて Xに属す
るとき， x を開集合型とよぷ。 F(R) の開集合型の部分集合X に対して， R上の加群でXの任意の要
素で局所化すると O になるものの全体を N'(xJ とする。また， R上の加群で， N'(XJ に含まれる任
意の加群からの準同型がすべて O になるものの全体を N(XJ で示す。
Rの任意のイデイアルA で，
A= 内 (ARpnR) 
PEX 
となるものに対して， Ass(R/ A) と X の共通部分が空でないとき， R は条件 H(XJ を満すという。
~ 1 では， R が条件 H(XJ を満しているとき， N(XJ に含まれる入射加群の性質を明らかにした口
例えば， N(XJ に含まれる任意の入射加群は R/P(PE x) の Injective Hull 型の入射加群の直和の
Injective Hull として表わすことが出来る。
N(XJ に於いて，次の 2 つの条件を考える。
条件( 1 ) c N (xJ に含まれる任意の入射加群は R/P(Pεx) の Injective Hull 型の既約な入射加
群の直和として表わせる。
条件(I ) 0 N (XJ に含まれる任意の入射加群の族の直和は，また入射加群になる。
~ 2 では， N(XJ が条件 (1) ， (ll) を満すための R およびX に対する条件を調べた。 特に， x
が極大条件を満しているときは， (1) 条件 (1) ， (ll) は ~EÐER(R/P) が入射加群であるという
PεS 
-76 ー
ことで特徴づけられることを示した。ただし， S は Xの極大要素の全体， ER( R/P) は R/P の Inje-
ctive Hull とする。(2) R の任意の O でないイデイアルがS の有限個の要素にしか含まれていないな
らば， N (XJ に於いて，条件 (1) ， (II) は満されている。更に， (3) R が条件 H(XJ を満し， R
のすべての O でないイディアルA に対して，集合lPεSIARp キ 01 が有限集合ならば，条件( 1 ), 





直和分解が取扱われている。一般に可換環R の上の分割不可能な移入加群は， Rの素イデアル P によ
る剰余環R/Pの injective hul ER(R/P) と同型なものに限るから，そのような入射加群を部分加
群として含み得ないような加群は，これを除外しなければならなし凡そのために商環Rp がネータ一
環になるような Rの素イデアル P よりなる Spec (R) の部分集合X で， generalization に関して閉じ
たものをとり，それに付随して N(XJ なる R-加群の圏を考察の対象に選んだ。そして圏 N(XJ に属
する入射加群が上に述べたような ER( R/P) と同型な入射加群を含むために Rのみたすべき必要十分
条件を求め，それを H (XJ となづけた。 R が条件 H(XJ をみたすとして， N(XJ に属する入射加群が
分割不可能な入射加群の直和として表現できるために X もしくは R のみたすべき条件を考察し，種々
の興味深い結果を得た。これは Krull環の上の入射加群の直和分割についての1. Beck の結果を包含
するものである。更に著者は条件 H(XJ をみたさない加群，すなわち直和分解が不可能であるような
入射加群の存在を，構成例示し，この問題の端侃すべからざる一面を示唆している。
以上のように本論文は，ネータ一環でない環の上の入射加群の直和分解の理論について，新しい知
見を加えたものであり，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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